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【韓国

先週の動き／今週の展望

総合指数は

前週末の米株高の流れを引き継ぎ週明け

節目を割り込んだ。南北閣僚会談が

ト通過の材料出尽くし感

上位のサムソン電子

場予想に届かなかったことも売り材料。ほかのハイテク銘柄に

も失望売りが

米市場の反発を受けて買い戻

至らなかった。今週も

主要貿易国の中国が

 

【ロシア】

先週の動き／今週の展望

RTS 指数は

年 8 月以来の

少したことなどを手掛かり材料にブレント原油先物が

12 月以来の 70

た。指数は休場明け

続伸し、12 月下旬からの連騰が

日比 1.0％高の

をけん引した石油資源関連のルクオイルが

で上昇率 1 位となり

らば堅調か。

 

【ベトナム】

定

先週の動き／今週の展望

VN 指数は週間で

週に続き 2007

金融株と原油高を好感したエネルギー株に加え、不動産株が指

数を押し上げた。指数は週明け

落したが、その後は上げ幅を拡大し

12 日は前場に

に上げ幅を縮小し、前日比

を終えた。個別では商業施

高、その親会社のビングループが

上げた。今週は短期的な調整も想定されるが、堅調継続か。
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先週の動き／今週の展望

指数は週間で 3.4％高と

月以来の 1260 ドル台を回復した。

少したことなどを手掛かり材料にブレント原油先物が

70 ドル超えとな

。指数は休場明けの 9 日にプラスで寄り付

月下旬からの連騰が

％高の 1261.07 ドルと高値引け。個別では前週に相場

をけん引した石油資源関連のルクオイルが

位となり、指数を押し上げた。今週は原油高継続な

らば堅調か。3 週続伸の反動で、
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先週の動き／今週の展望

指数は週間で 3.7％高と

2007 年 11 月以来の高値を更新。前週までに発表された堅調な経済指標に加え、好調な企業決算

金融株と原油高を好感したエネルギー株に加え、不動産株が指

数を押し上げた。指数は週明け

落したが、その後は上げ幅を拡大し

日は前場に 1057.88 ポイントまで上値を伸ばしたが、後場

に上げ幅を縮小し、前日比

。個別では商業施

高、その親会社のビングループが

上げた。今週は短期的な調整も想定されるが、堅調継続か。

興国ウィークリーレポート
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％安と小幅ながら

前週末の米株高の流れを引き継ぎ週明け

節目を割り込んだ。南北閣僚会談が 9 日に始まり、

で利益確定売りが膨らんだ
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に届かなかったことも売り材料。ほかのハイテク銘柄に

、相場を押し下げる要因となった

米市場の反発を受けて買い戻しが入ったものの

2500 ポイントを巡る攻防か
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％高と 3 週続伸。

ドル台を回復した。

少したことなどを手掛かり材料にブレント原油先物が

ドル超えとなり、エネルギー株への買いが

日にプラスで寄り付

月下旬からの連騰が 13 営業日に伸びた。

ドルと高値引け。個別では前週に相場

をけん引した石油資源関連のルクオイルが

指数を押し上げた。今週は原油高継続な

週続伸の反動で、短期的
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％高と 4 週続伸。前週まで

月以来の高値を更新。前週までに発表された堅調な経済指標に加え、好調な企業決算

金融株と原油高を好感したエネルギー株に加え、不動産株が指

数を押し上げた。指数は週明け 8 日に 1004

落したが、その後は上げ幅を拡大し、12

ポイントまで上値を伸ばしたが、後場

に上げ幅を縮小し、前日比 0.2％高の 1050.11

。個別では商業施設運営のビンコムリテールが

高、その親会社のビングループが 6.8％高となり

上げた。今週は短期的な調整も想定されるが、堅調継続か。
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％高と 2 週連続

指数を押し上げた。今週は原油高継続な
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週間で 3.7％高と

の 3 週続伸の流れを引き継いだ。

月以来の高値を更新。前週までに発表された堅調な経済指標に加え、好調な企業決算

金融株と原油高を好感したエネルギー株に加え、不動産株が指

ポイント台まで下
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ポイントまで上値を伸ばしたが、後場

ポイントで取引
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【先週の動き／今週の展望】

高、今週は中央銀行が金融政策決定会合を開催

ジャカルタ総合指数は週間で

ベントが少なく、

合った。週初の

値ベースで過去最高値を更新した

て

融株が指数上昇をけん引し、再び最高値を塗り替えた。

利益確定売りで反落して取引を終

月の貿易統計に対する市場の反応が焦点になるほか、

中央銀行が定例の金融政策決定会合の開催を予定している。政

策金利は

【先週の動き／今週の展望】

ースで

SET

した。週初の

数は小幅ながら

たが、

去最高値を更新すると、

でエネルギー株と金融株が買われ、続伸して週の取引を終え

た。今週も国内の重要イベントが少なく、前週末の

2 日連続で最高値を更新したことが勢いの継続につながるかが

焦点。
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【インドネシア】
【先週の動き／今週の展望】

高、今週は中央銀行が金融政策決定会合を開催

ジャカルタ総合指数は週間で

ベントが少なく、

合った。週初の 8

値ベースで過去最高値を更新した

て 4 営業日ぶりに反落。

融株が指数上昇をけん引し、再び最高値を塗り替えた。

利益確定売りで反落して取引を終

月の貿易統計に対する市場の反応が焦点になるほか、

中央銀行が定例の金融政策決定会合の開催を予定している。政

策金利は 4 会合連続で

【タイ】

【先週の動き／今週の展望】

ースで 1800 ポイントに到達

SET 指数は週間で

した。週初の 8 日は生活必需品株とエネルギー株が下落し、指

数は小幅ながら

たが、11 日に終値で

去最高値を更新すると、

でエネルギー株と金融株が買われ、続伸して週の取引を終え

た。今週も国内の重要イベントが少なく、前週末の

日連続で最高値を更新したことが勢いの継続につながるかが

焦点。18 日に発表される中国の

2 月の鉱工業生産が市場予想から上振れすれば追い風になる。
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【インドネシア】
【先週の動き／今週の展望】

高、今週は中央銀行が金融政策決定会合を開催

ジャカルタ総合指数は週間で

ベントが少なく、6400 ポイントを挟んだ小幅なレンジでもみ

合った。週初の 8 日は前週後半に上昇した流れを引き継ぎ

値ベースで過去最高値を更新した

営業日ぶりに反落。10 日も小幅に続落した

融株が指数上昇をけん引し、再び最高値を塗り替えた。

利益確定売りで反落して取引を終

月の貿易統計に対する市場の反応が焦点になるほか、

中央銀行が定例の金融政策決定会合の開催を予定している。政

会合連続で 4.25％に据え置かれるとの見方が優勢。
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でエネルギー株と金融株が買われ、続伸して週の取引を終え

た。今週も国内の重要イベントが少なく、前週末の

日連続で最高値を更新したことが勢いの継続につながるかが

日に発表される中国の

月の鉱工業生産が市場予想から上振れすれば追い風になる。
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【インドネシア】 
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高、今週は中央銀行が金融政策決定会合を開催

ジャカルタ総合指数は週間で 0.3％高と反発。国内の重要イ

ポイントを挟んだ小幅なレンジでもみ

日は前週後半に上昇した流れを引き継ぎ

値ベースで過去最高値を更新したものの、9

日も小幅に続落した

融株が指数上昇をけん引し、再び最高値を塗り替えた。

利益確定売りで反落して取引を終えた。今週は

月の貿易統計に対する市場の反応が焦点になるほか、

中央銀行が定例の金融政策決定会合の開催を予定している。政

％に据え置かれるとの見方が優勢。
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％高と 7 週続伸。週後半の上昇が奏功

日は生活必需品株とエネルギー株が下落し、指

営業日ぶりに反落。10 日まで一進一退が続い

ポイントに到達し

日は前日の NY ダウが反発した効果

でエネルギー株と金融株が買われ、続伸して週の取引を終え

た。今週も国内の重要イベントが少なく、前週末の

日連続で最高値を更新したことが勢いの継続につながるかが

日に発表される中国の 17 年 10－

月の鉱工業生産が市場予想から上振れすれば追い風になる。
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指数は 0.8％高、終値ベ

週続伸。週後半の上昇が奏功
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ポイントに到達し 4 営業日ぶりに過

ダウが反発した効果

でエネルギー株と金融株が買われ、続伸して週の取引を終え

た。今週も国内の重要イベントが少なく、前週末の NY ダウが

日連続で最高値を更新したことが勢いの継続につながるかが
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ジャカルタ総合指数は 0.3％

％高と反発。国内の重要イ

ポイントを挟んだ小幅なレンジでもみ

日は前週後半に上昇した流れを引き継ぎ、終

日は反動で売られ

日は金

12 日は

日発表の 12

日には

中央銀行が定例の金融政策決定会合の開催を予定している。政
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